
 

人間
にんげん

が、言葉
こ と ば

を使って
つか    

話
はなし

ができるのは、

どうしてでしょうか。こんなこと、考えた
かんが   

こ

ともない、という人
ひと

もいるでしょうね。 

他
ほか

の動物
どうぶつ

も、仲間
な か ま

とコミュニケーション

はとれるようです。でも、人間
にんげん

はどの生き物
い  も の

よりも、多く
おお  

の

言葉
こ と ば

を使って
つか    

話せます
はな      

。その理由
り ゆ う

は、２つが進化
し ん か

したからな

のです。 

一つは、体
からだ

です。人間
にんげん

は、まっすぐ立って
た   

歩く
ある  

ようになっ

たので、背骨
せ ぼ ね

の上
うえ

に脳
のう

がのり、のどのあたりも進化
し ん か

して、複雑
ふくざつ

な言葉
こ と ば

が話せる
はな    

ようになりました。 

もう一つは、脳
のう

です。人間
にんげん

は、仲間
な か ま

と安心
あんしん

して生活
せいかつ

ができ

るようにと、自分
じ ぶ ん

たちの「社会
しゃかい

のしくみ」をつくりました。

これを、文化
ぶ ん か

と言います
い    

。文化
ぶ ん か

を発展
はってん

させるためには、たく

さんの人
ひと

と情報
じょうほう

を交換
こうかん

しなくてはいけません。そのために、

脳
のう

が発達
はったつ

したようです。 

言葉が使えることは、口
くち

で息
いき

ができることと頭
あたま

の良さ
よ  

が

関係
かんけい

しているようです。もし言葉
こ と ば

がなかったら、仲間
な か ま

とどう

やって生活
せいかつ

するのでしょうか？        村越 新 

                      ことば   


